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技 術 開発 にお け る大 学 ・TLO・ メ ンター の役 割

一 アメ リカ との比較考察一

堤 悦 子

1は じめに

日本 は、他国 に先駆 けて少子高齢化が進 んで いる0今 後 どのような方 向性 で不況 を克服す るか と

い う課題 を考察す るにあた り、ます ます需要が高 まる医療産業 のうち先進 的技術 開発 で得 たテクノ

ロジー を利胴 した医療機器産業へ のシフ トを考 える余地 があるように思 われる。 というのも、 露本

は長年培 って きた高 い技術力 で完成度 の高 い製 品を製造 して甫場 に出す能力 を膚 しているからであ

る。今 まで医療機器 は企業が積極 的に手 を出そ うと しない領域 だった。 医療行為 は入体 を侵襲す る

ので薬事法上の多 くの規制 を している、 マーケ ッ トサ イズが合 わない、他 の領域 で成功 してい るか

らあえて不確実性の高 い医療機器 を選 ばない といったことが手 を出そうと しない理 由と して考 えら

れ る。 しか しサ ブプライムローンによる世 界問時不況 で、 露本 が諸外 国に比べ て大 き くダメージを

受 けてい るの は、外需依存型 の産業構造 に原困が ある。 そこで国民 にとって必要 な先進 的医療機器

開発へ軸足 をシフrす るこ とで、老齢化 による医療サ ービスのニーズの高 ま りのゆで国内的に も新

衛場 を開拓 し、特 許登録 で国際競争力 のあ る機器 の輸出拡大 を期す るとい うもので ある1>。 す で

に人を侵襲す ることが少 ない大型診 断機器 と高 い技箭力 を もったフ ァイバ ースコープ内視鏡 は、例

外 的に 躍本が競争力 を有 して きた。 しか しこ うした侵襲性 の低 い機器 に限 らずデバ イス ラグ2)を

生 じさせず に日本の患者 に最先端 の治療行為 や予 防診 断を享受 させ る とい う視点 及び、医療周辺 の

産業か ら生 じた利潤 を日本 に還流 させ る とい う趣 旨で、 繊本 で先進 的機器 が開発 されることは、産

業 の維持 と●Rの 健康 を一挙 に実現す る とい う意 味で有 茎になる と考え られる。本稿 では新産業 を

検討す る際 に必要 な先進的技術 の曙発 に、大学 はいかに関わって きたかを記述す る。特 に2004fi[O

立大学 は独立行政法人 とな り変革 しつつ ある。企業が不 況でi発 力 を低下 させ ている一方 で、大学

発 のシーズに 琶が向 けられ、大学 の中あるいは近 隣に技術移転機 関(TLO>が 構築 され た3>。 大学

内には、大学 内に眠 っているはず の知 的財 産を顕在化す る知 的財 産権 本部が学長 の鷹属 の機 関 とし

て欝築 された。 さらに技術移転 機関で あるTLOは 「知 的創 造サ イクル」 の原動 力 として産学連携

の 巾核 をなす存在 を揚 うはずだ った。 ところが実際は低迷 を続 け、北 海道TLOは 解敬 を宣言す る

に至 っている。 そこで、アメ リカの大挙 の うち最 も成功 したスタ ンフ ォー ド大学 およびシ リコ ンバ

レー ・バ イオテックベ イの例 を考察 し、低 迷をは じめた 日本 の大学発 ベ ンチャー企業 はアメ リカ と

どのような点で異 なるのか 、 どの ようにす ればいいのかについて、技術移転機 関の役割 を中心 に再

検討す ることとす る。

∬ スタンフォー ド大学の実践的取 り組みと地域 との連携

アメ リカの大学の歴 史は古 い。 まず建 国前 か らアメ リカを統 治するために赴任 した行 政蜜の子女

育成用 にリベ ラルアーッ中心 の私立大学 の設立 が始まった。東 海岸 のボス トン周 辺には、最古 の大

学 とされるハ ーバ ー ド大挙(1636年 創立)を 中心 に学衛機 開が集積 し、 さらにいわゆる産業革 命を
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経て実学 を学ぶための弼立大学が生 まれ た。東の こう したエ スタブリッシュのための私立大学 に対

抗 して、西海岸 に設立 されたのがス タンフ ォー ド大学 であ る。創 立者で ある リー ラン ド ・ス タン

フォー ドは、 ゴー ル ドラッシュ聴代の金鉱 霞当ての 由師 を相手 に した食料贔店主か ら身 を起 こした

企業家であ る。彼 は後 にアメリカ大陸横断鉄道の建設 を推進 したx家 グルー プの一人 とな り、 さ

らにカリフォルニ ア想知事 を務め、1885年 に共和党か ら合衆国上院議員 に当選 し、同時 にこの大学

を閣講 した。その大学名は、大学進学 を薮前 に圭6歳で腸チ フスのために天折 した同氏の一人息子 を

偲 び多 くの子弟 に良質 な教育 の機会 を施 したい とい う趣 旨か ら、 リー ラ ン ド・ス タンフ ォー ド ・

ジュニ ア 〈ス タンフォー ドニ世)大 学 と命名 されてい る。彼 には企業家お よび政治家 として 「藩部

地域、特に カリフォリニア を発農 させ よう」 とい う強い思いがあ り、大 挙 と地域 産業の関係 に焦点

を当てた運営が行われた。1891年 の全学創立集会では 「人生は何 よりも実践的な ものである。諸君

らは役立 つキ ャリアを身 に着 けるため に、 ここへ 来た」 と演 説 して いるAi。 つ ま リス タンフ ォー

ド大 学は、開学の当初 か ら実学璽視 を志 向 し、研 究成果は、実社 会で活か される ことが当然 となっ

ていたのである。

このス タンフォー ド大学 か ら、ベ ンチ ャー企業 の第一号 として ヒュー レッ ド ・パ ッカー ド社 が生

まれるが、そのメ ンター役 として活躍 したのがフ レ ドリック ・ターマ ン教授 だった。彼 は、詞大学

の心理 挙者 の息子 として生 まれ、1920年 に隅大学 を卒業 しマサチューセ ッッ工科大学 の大学 院に進

み博 士号 を取 得 した。戦争 中ハーバ ー ド大 学の無線工 学lijf究室に軍備防衛 のエ ンジニア と してfib

き、 ワシ ン トンにおける致府 の要 人とのコネクシ ョンを深 めた。戦 後スタ ンフx一 ド大学 に戻 り、

学外 の補助金 を競 って取得 して工学部へ投入す ることを勧 めた。Ilj代は戦後 の復興需要期 に入 って

お り、産業 は転換期 を迎 えていた。そ こで多額 の投 資による大が か りな事業で大学 は活性化す ると

考 え、副学長 に就任 した後 、大学全体 にこの考 えを適用 した。純輝 な学術領域 を きわめ続 けていた

教員 は、教育 の独立性 を維持すべ きで あると反発 し、功利主義の行 く宋 につ いて懸念 を示 した。 し

か し、産業 界 や宮 界 と密接 に連携す る こ と、特 に、軍事 ・塵業 コンプ レ ックス化 構想 にス タン

フォー ド大学 自体の ビジネスチ ャンス をみ とめ、国家戦略 に1司調 して科学や研究開発の霊要性 を主

張 した。古典や一般教養 などの学科 よ り、達邦政府の資金 を得 られそ うな学科 を優先 させ、研究 プ

ログラムの履行 を担 当研ILT_iたちにiF)iきかけた。 こう して始 まった産学連携で、ス タンフォー ド大

学 は産業界の研究開発の一翼 を握 うことになった。大学はあたか も悪海岸の産業のぎ麹亡・に位竃する

存在 とな り、それ まで東 に出て学ぼ うと していた学生 を、西海岸 にとどめ ることに成功 した5)。

HPの 創業者 、ビル ・ヒュ_Lッhと デ ビッ ド・パ ッカー ドは1930'に ス タンフォー ド大学に入

学 した。二人 は購 じ専攻 を将来的 に志 していたため授 業で よ く顔 を合わせ、アマチュア無線の趣昧

でつ なが りを持 ち友好関係 を結んだ。何 をするか も決 まらない うちか ら意気投合 し、業務内容だけ

空欄 に した会社設立のための定款 を作成するほ ど起業 意欲が旺盛だ った。当時は ウォール街の大暴

落で経済は壊滅的な状態だ ったCも っ ともデ ビッ ド ・パ ッカー ドの父親は弁護土 として倒産会社 の

処理 を していたため金銭的には葱 まれていた。 しか し父を継 ぐ等でその財 産を当てにするのではな

く、堅実な学生生活 と夢のある将来を構 想 していた。一方 ビル ・ヒュー レッ トは、ス タンフx一 ド

大学の医学部教授の息子であったが、入学時には父親 はすでに他 界 していた。二人は学 部にあがる

とターマ ンの教え を乞い共詞研 究を遂行 した。 ヒュー レッ トは、在学 中すでに音響 発振器 を隣発 し

たが、MIT(マ サチ ューセ ッツ工科大学)の 大学 院に進んだ0パ ッカー ドはGEに 就職 した。 しか

しター マ ンは彼 らの機器 がrhffi;に禺れば成功す るであ ろ うとい う見込 み をもっていたため、 まず
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パ ッカー ドにパ ロ アル トへ艇 って くる ことを勧 め、大学の研 究員の ポス トを提供 した。 さらに、

HP創 業 にあ たって大学内 にあるガ レージを提供 し、初期費用 として538ド ル を出資 した。この ター

マ ンこそ大学発ベ ンチャー(成 長性 のnい ス ター トア ップ企業)の 生 みの親 であ り、メンターだっ

た といえ る。 メ ンター(mentor)と は、人生の教 師 とい う意 味でギ リシ ャ神話の 中で、戦地 に謹

くオデュ ッセウスが 息子 テ レマ コスを老 賢者 メ ン トルに委 ねた故事 に由来 している。 パ ッカー ドの

自叙伝 に よれば、 ターマ ンは、パ ッカー ドにGEの 退職で はな く、休職 を促 して研究 員と してのポ

ジ シ ョンを提 繰 した とい う。 日本 同様1930年 代 当時の アメ リカは不 況で、大企業 中心 志向 は根 強

かった6)。 彼 らは、 ターマ ンの暖 かい助書 と磐 石なセ イフテ ィー ネ ッ トを提供 されて、測定 用の

新型音声発振器 である200Aの 第1号 を完成 させ た。 もっ とも最初 の製 晶は料理用の オーブ ンでパ

ネル を焼 き出 したシ ンプルな ものだ った。 しか し学 生発 の企業は話題 をよんだ。HPの 技術 は軍事

用か ら始 まったが、デ ィズニー社の 目にとま り映画へ転用 された。デ ィズニーは、モデルチ ェンジ

した発振器 でアニメーシ ョン映画 「ファンタジア」を作 成 して世界的 なヒ ッ トを遂げ、HPと とも

に飛躍的に成長 した。 さらにHPは1粥 発 中の技徳 を医学、防衛、地球物理学 に応用 していった。

こうしてみ ると大学生の シーズか ら発展 したベ ンチ ャー企業第1号 例 には、成功への意國的 な演

出 とアン トレプレナー にセイフティーネッ トが敷かれてい たことを特徴 と している。 これ はターマ

ンが考 え出 した ものである。 すなわちHPの 創 業者 とス タンフォー ド大挙 自体 に対す るメンター と

して 、ターマ ンが果 た した役割 は大 きかった といえる。1955年 にはターマン自身が スタンフ ォー ド

大学 の副学長 にな り、成 長を遂げたHPの 支援 を受け、ス ター トアップサポー トプログラムが作 り

上 げ られた。優秀 な大学 院生 を競合 する他の大学 院 よ りも厚待 遇で迎 え、 ターマ ン自 らの資産 を

使 って大学 院生 に財政支援 を行 うな どの工夫 を した結果、 スタ ンフォー ド大挙の求心 力は高 まっ

た。設立者 の リーラ ン ド・ス タンフ ォー ドが大学 の敷地の売却 を禁 じていたため、地元の ビジネス

創 出を促進 させ る方策 として、 り一ス貸 しを行 うインダス トリアルパー クも建 設 された。そ してス

ター トア ップ企業 がス タンフ ォー ド大学の教職員 をコンサル タン トとして活屠で きる ようにするプ

nグ ラムや学生 の インター ンシップや就職の機会拡大のために、各種 の プログラムが立ち上げ られ

た。学生 の起業 への関心は高 まり、工学部、経営学部、医学部、法学部 をは じめ技術 移転機関であ

るOTL(Of翫eofTechnologyLice臓sing7/)や コーポ レー ト ・リv一 シ ョンズ ・オ フィス等が設置

され、具体的な紺象 を絞 った教育 ・研究 ・インター ンシップなどの プログラムが設 けられた0ま た

起業 に焦点 を当てたい くつかの学生 クラブが結成 された。 こう してパ ルアル トを中心 にシリコンバ

レー～帯 は、キ ャ ンパスで あ りなが ら3240ヘ クター ルに も及ぶ イ ンダス トリアルパ ーク とな って

い ったのであ る。土地 を長期 間企業 にリースす る という手法 は、企業 にとっても経費軽減の メリッ

トが ある。 そこでヴ ァリア ン ・アソシエ イッを皮切 りにGE、 イース トマ ン ・コダックなどの既存

企業 も進 出 して きた。 つま リターマ ンの貢献 とHPの 成功が、ス タンフh一 ド大学 と企業 との産学

連携 の方向性 を築い ていったの である。大学 院では1925年 の設立以来 ビジ ネス指 向型の 「ス タ ン

フ ォー ド・コ ンピュー タ ・イ ンダス トリー ・プロジェクhJと い うプログラムを提供 している。 さ

らに大学 と産業界 との交流 が推 進 され、地元企業 だけでな く国際的な企業 な ども参加 した。その上

に第一線 で活躍す る人たちが教壇 に立ち産業 界 と大学の関係が促進 される とい う、 ビジネスの連鎖

と利益 の循環が生 じた。

ウィリアム ・ミラーは、シ リコンバ レー発展の歴史 を、 フェーズ毎 に区分 して特長 を分析 してい

る。1890～1940年 は、 ラジオの真空管の発展が シリコンバ レー に大 き く貢献 した。 フェデ ラル ・テ
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レグラムは真空管か ら始 ま り、放送局の運営に まで事業 を拡大 した。惑時は真空管関係 か農業 関係

の会社が シリコンバ レーの中心であった。それが194060年 には真窒管 を応胴 した電子機 器や防衛

産業が発展 した時期 にHPが 生 まれ た。 さらにシリコ ンバ レーの変遷 とともに、ス タンフォー ド大

学で も研究や教育のあ り方に変化が起 こった。すなわち研究機関である大学 と地域産業が よh関 係

性 を深めた とい う。穀 しいテ クノロジーが生 まれれば、経済的な恩 恵を地域 に もた らす ことになる

ため地元産業の研究開発ネ ッ トワー クが、そのテ クノnジ ー を活用 して地元で商品化 を進める。地

域産業は、拡散 と投 資に よってテ クノロジー をさらに活用する。大学 ・研 究機関がテ クノロジーを

創出 し、地元で事業 化 される。技術 移転には受け手 と送 り手双方の協 力が不uJ欠 な もの となって連

携が促進 された。 ターマ ンは、戦争中は軍用機 器の閥発に携 わ り、 ワシ ン トンの致界に豊cnな 人脈

を形成 していた。その人脈 を活か して、政府か ら大学 や地元 企業に多 くの事業が もた らされる よう

にした。50年 代には航空、宇宙、電子の分野における圃防プ ログラムに よって隅地域 の産業 は大 き

く成長 した。 また シaッ クレー研 究所の ロバー ト ・ノイス らがフェアチ ャイル ドを築 くな ど、研 究

開発型 のベ ンチ ャーが多 く集積 した。そ して さらに、IBM、NASA、Xeroxと いった大企業の研 究

部門が、次々 とこの地域に移 転 して きた。サ ンフラ ンシス コを南下 した一帯 が、半導体 の需要 ラ ッ

シュ を受けてエ レク トロニ クスの導 門誌で 「シ リコ ンバ レー」 とい う11」び名で紹 介 され、今 日の原

型がほぼ園 まった。 シリコンの後 はコ ンピュー タ、1980年 代 にはコ ンピュータネ ッ トワーキ ング ・

ラッシュ、そ して一 時の低迷 を経 て最 近の ソフ トウェア、イ ンター ネ ッ ト ・ラッシュ とい った形

で、大規模 だが素早 い変貌を繰 り返 している。イノベーシ 簑ンに よって先導 された自律 的な産業 の

転換がお こっているのである8)。

ス タンフォー ド大学 を中心 に した同地の産業力の競 争優 位性について、Clarkら は 「モ ジュール

化」 という理 論で分析 してい る9)。 例 えばシ リコンバ レーで は、部CI17[7(モジュ ール)の 擾 合部が

標準化 してい て、これを寄せ集めれ ば多様 な3ffipがで きる 「組合せ型(モ ジュール型)」 の アーキ

テクチュアを基本 とする産業 が強みを持 つ と分析 した。 シ リコンバ レーの企業 は、事前 の擦 り合 わ

せを不要 とする工夫を した上で、部 贔や事業 を柔軟 に組 み換 えイノベーシ ョンに結 びつ けた。 こう

したモジュール化が進んだこ とに より、ai=≫の領域 に特化 して開発 を進 める多数 のベ ンチ ャー企業

が生 まれた。そ してベ ンチ ャ‐^r_-fFalの活発 な開発競争 あるいはベ ンチャー企業 と既存企業 の粗互

協 力に よる発展 のメカニズムが生 まれたのである。 シ リコンバ レークラスターにおけるモ ジュール

化 こそ、特化 した研 究開発競 争におけるベンチ ャー企業 の箪 幽の契機 を促 したといえる。企業 の中

核 にス タンフ ォー ド大学 という人樗 とシーズをF'-ifT;;する強力 なイ ンキュベ ーターが あ り、リスクマ

ネー とマネジメ ン トのノウハウを提供 で きるベ ンチャーキャ ピタ リス ト、 そ して自身の創造的 な開

発技術 を売 りに大 企業 と渡 り合 うア ン トレプ レナー とい ったプ レイヤ ーに よって地域 全体 のモ

ジュールが更新 され続 けた。 こう したベ ンチャー企業成功の現 象は、 キャピタルゲインの循環、ベ

ンチ ャーキ ャピタル、法律事務 所、会計事 務所等の ビジ ネス イ ンフ ラの集積 とみ るこ ともで きる

が、何 よりもそこに集 う人に着 目したい。す なわち知識集約的 なネ ッ トワークが築かれ、地域の 中

で緊密 な情報 の共有 が行 われるコ ミュニティが形成 される。ベ ンチ ャーキャピタ リス トらが厳 しい

選霧のCIを 光 らせ 、企業 に競争 というプ レッシャーをか けつつ、分散化 したモ ジュール 瞬士 をつ な

ぐ役割 も演 じる。ア ン トレプ レナー に とって、 ネ ッ トワー クは迅速 で膨大 な情 報の入手 を罵 能 と

し、またXlr規事業が うま くいかなかった場合 も、最小限 のリスクで次 回への挑戦 を可能 に した。

経済地理学 の観点 からシ リコンバv一 を考察す るアナリー ・サ クソニアンは、東のエス タブリッ
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シュ との対比で、西海岸 は多様性 を受 け入れ、起業家の多 くが移民であ ることを指摘す る。 さらに

ネ ッ トワー クは失敗 者 を排除せ ず、失敗 か らよ り多 くを学んで いるため経験 も買われて いる とい

うioi。つ まり地域 は、た とえ失敗 した と して も、再挑 戦者 を受 け入れて いるのであ る。 ノーベル

賞 の受賞 者である シ ョックL一 は、1956'に 、東海岸のベ ル研究所 を辞めて故郷の西海岸 に移 り、

シ ョック レー研 究所 を開設 した。す ると世界か ら優秀な人材が シ ョックレー に教 えを乞い に集 まっ

て きた。 もっとも研究所 自体は内部対立で8人 が辞めて フェアチ ャイル ド社 を設立、 フェ アチ ャイ

ル ドはス ピンア ウ トを奨励 してい たので、ICを 発明 したロバー ト・ノイス とゴー ドン ・ムーアが

後 に インテル社 を創業 す るこ ととなった。 こ うしたベ ンチ ャー企業 の活発 な動 きは、ベ ンチ ャー

キ ャピタル(VC)が 設 立 された こ とか ら始 まった。1950年 頃、東海岸で はシーズはあ って も資金

のないア ン トレプ レナーの技 術 を産業化す るため に、連邦銀行の頭取、ハーバー ド大学の経営学者

らが集 まって、融 資ではな く投資す る形態 の資金提 供 を考 えつ いた。彼 らは身銭 を切 ってVC(ベ

ンチ ャー キャ ピタル)の 原型 であ るARD(ア メリカ ン ・リサーチ ・デベ ロ ップメ ン ト)を 経織 し

た。投 資者であ るVCは 、ス ター トアップ企業 を成功 に導 くため、その株 主 とな り徽底 的にマネ ジ

メ ン トを手伝 う。嶺初ARDは なか なか成果 をあげ られなかった。 しか しMITの 技 術者が起 こした

デジ タルエ ク イップメ ン ト社(DEC)に 投 資 し、新製 品であ る ミニコ ンピュータが爆発的 に売れ

急 成長 した。ARDの 投下 した資金 は、 それまでの損失 をカバー して余 りあるほ どの毅益 をあげ、

東 では起業 のラ ッシsが 始 まった。 しか しこれは一時的なブームで終わ ったのである。サ クソニア

ンは、最終 的にベ ンチ ャー企業の成功が循 環 してい る西海岸の シリコンバ レー について、民族の多

様姓 や西 の旺盛 な独立心 に依拠 してい ると労析 している。VCは 東か ら西へ と移 った。つ ま りショッ

ク レーが菓 か ら移 った時に、ニュー ヨー クの投資家アーサー ・ロックがサ ンフランシス コに移 り住

み 、シ リコ ンバ レーのベ ンチ ャーへ の投資に専念 した。彼 は、 フェアチ ャイル ド社 か らさらにス ピ

ンアウ トしたイ ンテル社(ゴ ー ドン ・ムーア らが68年 に設立)に 投資 した。ステ ィーブ ・ジ ョブズ

とステT一 ブ ・ウオズニア ックがス ター トさせたア ップル社のス ター トア ップに も支援 した。1975

年 に150万 ドルを投 資 し、80年 の株 式公 開に よりその株摘評価額 は1億 ドル に達 したのである。 そ

の他 に も当初の投 資額 が数10倍 か ら300倍 になった案件が含 まれ、ロ ックのベ ンチ ャーキャ ピタリ

ス トとして の成功 は確 固た る もの となった。ARDの 場合 、組織 をつ くったのは東海岸のエ クゼ ク

テ ィブ らであ り、 どち らか とい えば篤志家 と してVCを ス ター トさせ た。 しか しロ ックはシ ョック

レーを追って西 に移住 し、ベ ンチ ャーキ ャピタ リス トとしての能力 を開花 させ た。こ こにVC、 ア

ン トレプ レナー、メ ンター といったプ レイヤーの参加がみ とめ られる。その中で最 もリス クを負 っ

ているのが、VCだ った。 しか しシ リコンバ レーで は、成功 の連鎖が起 こって いた。 クラーナー ・

パ ーキ ンス ・コフ ィー1Lド ・バ イヤー ズ社(獲)CB)は 、 フェアチ ャイ ドの設 立メ ンバ ーで ある

ユ ージ ン ・クライナーが転身 して1972年 に設立 したVCで ある。 同社 はパ ーソナルコ ンピュー タの

先駆 け となった タンデム ・コン ピュー タに1974年 、バ イオベ ンチ ャーの ジェネ ンテ ック社 に!976

年、投 資 した。IT関 係 では さらに、サ ン ・マ イクロ シス テムズ社 とコンパ ック社 に投 資 し(1982

年)、 薦 海岸で最 も優 れたVCと なった0さ らに ネッ トスケープ縫、 アマ ゾ ン ・ドッ トコムを も手

が け最大手 のVCと なった。それで は、成功 しているVCに は どの ような特徴がみ られるのだろ う

か。 こう した人たちの多 くがMBA保 持者 として経営 のノウハ ウに精 通 していた こともあるが、金

銭的 な投資以上 に起業家の心理 的なメンターす なわちメンター ・キ ャピタ リス トだった とい える11>。

ITと な らび競争優 位 にあ るもう一 つの先進 的技構 であ るバ イオテ クノロジーでは、バ イオベ ン
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チ ャー第1号 の ジェネンテ ック社が スタンフォー ド大学の知的財麗権 を基 に して設立 され た。その

r遺伝子組 み換 え技 徳」は研究奢の隅然 の出会いか ら始 まった。 もともと繊 翼酵素 に関す る技 彬 を

持 ってい たス タンフォー ド大学の スタンレー ・コーエ ンが、 プラス ミドを利用 した核外遣伝子技徳

を持 って いたUCサ ンフラ ンシス コ校 のハーバー ト ・ボ イヤー と学会のP会 で隣 瞬士 になった。

両者が 自身の技徳 を紹介す るうちに、 自分達の技術 を組み合 わせて 「遺伝子組み換 え」がで きるの

で はないか とい う話が まとま り実験 を始め た。=s一 ヨークタイムズ はこの ことを報道 し、 これ を

読 んだ弁 理士 のニ ー)Lス ・ラ イマ ー スはそ の技術 の将 来牲 を見抜 き、特許 化す る こ とを助 需 し

た12>。当初 コーエ ンはこ ういった技術 を独 占化す るこ とに難色 を示 したが 、特許化 して安 く提供

す ることこそ技術の発展 に貢献があ るとい うライマ ースの説得 に応 じたとい われ ているCま た 当時

は多 くの研究 者が、酵素 を利用 してDNAを 切断 して、別の部分 と結合 させ る遺伝 子組み換 え技術

に懐疑 的だ った。そ こで実験 が行 われたのであ る。 さらにクラ イナーパ ーキ ンズ(VC)の キ ャピ

タリス トだったボブ ・スワンソンは、この技術 こそ産業界 に応用で きるもの であ ることを主張 して

ボイヤ ーに起業 を促 した。 スワンソンの思惑 どお り、 ジェネンテック社 は、 コーエ ン ・ボイヤ ー特

許 を もとに遺伝子組み換 え技術 を使 ってヒ ト・インス リンと成長 ホルモンを大量 につ くることに成

功 し、バ イオテクノロジーの有用挫 を実証 した。 これが契機 となって、米 国ではバ イオベ ンチ ャー

も多 く輩出 された。遺伝子組み替 えの基 本技術 は、ス タンフォー ド大学 の理事 会(BoardofTrus-

tees)を 通 じて、大 学 の知 約財巌 として!974年 に出願 され た13)。1980年12月2羅 に米 国特S庁 は

コーエ ン(StanleyN ,Cohen)と ボ イヤー(HerbertW.Boyer)の 発 明に係わ る組み換 えDNAの

基 本技術 に対 して、米 閣特 許No.4,237.224[--](生 物 学的 に機 能す るキメ ラ分子 の製 造法)を み

とめた。 これが バイオ関連特 許第1号 で ある。み とめ られたのは基本特許 で、まず73の 企業 にライ

セ ンス され、ス タンフォー ド大 学に多額の収入 を もた らす ことになった。以 後500社 あ ま りが ライ

セ ンスを譲 り受 け、大学 には2億5000万 ドル以上 の収入 が もた らされた。 スタ ンフォー ド大学 の初

代 のOTLの 瞬長に就任 したライマースは、その アン トレプ レヌ リアルなマイ ン ドで特許の帰属 自

体 に薪 天地を切 り開いた。 というの もそれまで大学 で開発 された新技術 も国か らの予舞 で行 われて

いた ものは、個 人や大学 に知 的財 籠権 の帰属が みとめ られず 、国家 の もの となっていた。 これを大

学 や個 人に還元 する道 と、大学発技術 の産業界へ の移転促進 を狙 い とした法律が米 国議会 を逓過 す

るための果敢 なロ ビイ活動 を行ったのである。 この 「バイ ・ドール法」(Bayh-DoleAct)に よ り、

研 究者 は大学 に籍 を置 きつ つベ ンチャ ーn'の 役員 に もなれるこ とになった。先 見の明のあるライ

マースのおかげで、スタ ンフ ォー ド大学 には富が もた らされた。す なわちスタ ンフ ォー ド大学 は、

ヒュー レッ ド・パ ッカー ド祉 の創業 か ら40年 を経 て、バ イオテクノロジーの技術 開発が促 進され、

特 許化 した後 のライセ ンス料 で莫大 な資産を得 たのである。 さらにベ ンチ ャーキ ャピタ リスrの ボ

ブ ・ス ワンソ ンの果敢 な説 得で、ボ イヤ ーはジェ ネンテ ック社 を設立 した。1980年IPOに よって

株 式は、初 日に1株 あた り35ド ルで売 り出され、わず か20分 で891ル 、11博 閾足 らずの問に3500万

ドルになった。こ うしてバ イオベ ンチ ャーが注 糠され、投 資家に好感 されてバイオブーム とな り、

研 究開発 も進 んだ。 アメ リカはこの領域 の先進 的テクノロジーで国際競争力 を維持 している。 当初

ライマースやス ワンソンといったメ ンターが大 きな役割 を果 た したこ とが窺 われるlh)。なお、ジェ

ネ ンテ ック柱 は、現 在ロ ッシュの傘 下にある大 きなバ イオ企業 に成長 したが、実 は生産 は行ってこ

なかった。こ こにバ イオベ ンチ ャーの先駆 けである研 究開発型 に特化 したスター トア ップ企業 のモ

デル を考える ことがで きる。ロ ッシュ とい う大 手製薬 メーカーの傘下 に入 った点で、企業 としては
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成功 しなか った とい う昆 方 もあるが、技術 開発 だけ を受け持つバ イオベ ンチ ャーの典 型 となった。

スタ ンフ ォー ド大 学の大 学ホームページか ら、技 術移転 収入 をみる と、1950年 ～60年 代の15年 間

は、合計 で5000rル 程度 であったが、1968年 研 究成果移転 事業 を立 ち上げて1,pで5万5000rvの

収 入 を得 るようにな り、1969～80年 で400THド ル とな ったこ とが示 されてい る。82年 か らは先 述 し

た遺伝 子組 み換 え特 許の収入が1年 間でi400万 ドル を得 られ るようにな り、 この遺伝 子組み換 え特

許収入 は97年 の特許切 れ まで ス タンフォー ド大学 の稼 ぎ頭 となった。他の特許 もあ わせ て19倣 ～

2003年 では、5億5000万 ドル とな った。長期的 なプ ログラムとして20年 以上前の発明にわた るもの

もあ り、大学 の収益 にな るにはタイム ラグがあ るが 、2008年 の報 告で は、100Tド ル以上 の特 許は

3件 あ り546の ライセ ンスで6250万 ドルとなっている。 なおス タンフォー ド大学 のOTL(Officeof

TechnologyLicensing)は 、企業か ら特許使用料 の3分 の1は 発曙者 に、3分 の2は 大 学の研究 プ

ログ ラムに投入 され る仕組み を採規 してい る。

バ イオベ ンチ ャー はサ ンフランシスコ周辺のベ イエ リアに集積 してい るため、バ イオテックベ イ

とよばれてい る。その地域 には、 スタンフォー ド大学以外 に、カ リフォルニア州立大学 のサ ンフラ

ンシス コ校、バー クレー校 もあ る。 ジェネンテ ックの成功 を契機 に当時 の州知事 デー ビスは、各大

学 にテーマ を振 り分 け、民 間か ら1億 ドルの 資金提供 を受 けたと きに11,x.ドルの州の予算がつ くと

い うマ ッチ ング方式で資金 を提供 した。 企業 に出資 して も らい州政廃が 綱額 を支援す る とい う形

で、大学の研究開発支援 は充実 した ものとなった。 このよ うに初期 のスター トア ップ企業 は、メ ン

ターの役割が大 き く、民 聞の手 だけで発展 した ところに特徴 を持 っている。～方 、バ イオテクノロ

ジーの場合 は、さ らに特化 した技衛 閥発 の必要性 がある一 方、生体 を介 した実験 であるか ら失敗す

る可 能性 も高 い。 しか も技箭 範囲が偏 りが ちであるた め同種 の実験 を谷 う可能盤が 高い。そ こで

デービス知事が オーガナイズ して、無用 な研 究の重 複を園避 しようと棲 み分け を主導 した。総 じて

大学発 のシーズは、具体 的な製 品を背 後に持 った開驚でない ことか ら、生 まれた技徳 は企業 に上乎

に売鋪 された リライセ ンス供与 される ことが必要 となる。そ こで、成功 を収めたス タンフ ォー ドの

技術 移転機 関(OfficeofTechnologyLicensing)に 倣って多 くの大 学にTLOが 設置 された。 こ こ

で も機 関が重 要なのではな く、実は大学の立場にた って技術 を移転す ることに尽力す るメ ンター ら

が活躍 した。バイオテク ノロジー一は、臨床に時間 も資金 もかか ることが多 く、それゆ えカ リフォル

ニア州は、公的な資金 を罠闘 と折半で鍵出 した。 ここに優れた技術の1粥発の成果 を迅速に輩出す る

政策 として、プロパテ ン トがあ り、 もはや個人閥の競争で はな く、闘家問の競争 に大学 と企業が連

携 して取 り組む とい う姿勢が窺われ る。

狙 検討

ア メリカは、 もともと進取の気性 に審み、憲法 よ り先 に知的財 産権が保護 されて きた。そ して高

度な軍事用技術は、終戦 を迎 えて畏 間へ転粥 され ていった。 しか し個 人が用立 てるこ とので きる資

金 には限界があ ったので、ベ ンチ ャーキャ ピタル という制度が生 み出された といえる。知 的財産 を

権利化す る手法 も、VCの 創出 も、すべ て無 か ら有 をつ くりあげる ものであ り、 これ をオー ガナイ

ズ した 「人」が果 た した役割 は大 きかった。 ターマ ンは時代 を読 むこ とがで きる優 れたメ ンターで

あ り、 自身は大学 人 としてのキ ャリアを志陶 して いたことか らVCの ような事業 を自 らは手掛 けな

か った。 もっと もこれ も時代が進 む と、兼業 は当然 のこ ととなるのであるが、 この時代 はまだそ う

した ことが社会 的に容認 されて いなか った。 ス タンフォ・一ド大学 は、実 挙 を重 ん じる一方 でフー
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バ ー戦略研究所 を置 き多様 な機 能 を有す る大学 にな っていた。 さらにア ンジェスMGの 森下竜～

大阪大学教授が留学 していた1980年 代後半 ころは、起業 ブームで隣の醗究室 の教授が 、シーズを事

業化 する ことに成功 して飛行 機通勤 を してい た とい う。 シ リコ ンバv一 とい う命名 は ともか く、

HPを イ ンキュベー トして成功 に導 いた ターマ ンがいたか らこそ 、大学 は地域 の産業 クラス ターの

中心 的存在 として 、学生 にも魅力 をア ピー ルす るこ とがで きたのである。大学 は発展 し、常 に変化

している。特にバ イオテクノロジーではOTLを 創設 したニルス ・ライマ ースの活躍 が注 農され る

べ きであ ろう。 コーエ ン ・ボイヤー特許の ライセ ンス化が ヒッ トす ると考 えたからこそ慮身の利益

も奮 めて特許化す ることを説得 し、 スタンフォー ド大学 に大 きな富 を もたら した。 そ して 霞身も技

術移転機関 の初代所長 になった。 こう した メンターやライセンスアソシエ イ トの活躍 も、 これを許

容す る自由があ ったか ら可能 だったのであ る。す なわち多様性の受 け入 れ、広範 な自由の許容が ア

メ リカの競争優位 の根拠 とい えよう。バ イオテクノロジーは、技術開発 に成功 して特許化す れば広

範 な領域で特許 をお さえることがで きるところに特色があ る。 アン トレプ レナーは入がみ とめない

起業機 会 をチ ャ ンス とと らえて行動す る諭。 こ うした観点 か らすれ ば、コーエ ン ・ボイヤー特許

の ライセ ンス化 を促 した ライマ ース は、 まさにアン トレプ レナ ーだったとい える。特許 と して公開

され、情報 と して広 まることも宣伝 となった。製薬会社や特許 を自祇の製品の防衛の ため に利用 し

て いる企業 は、常 に登録 されて いるライセ ンスを探索 して いて、優れ た特許が あれ ば、ライセ ンス

を得 て麹社の研究や製品 開発 に結 びつ けることも多い。起業機会 をみい だす もう一つの例が2000年

初頭 セレラ ・ジェノ ミクス社が狽 った ヒ トのゲ ノム情報の特許登録 による独 占だった。今 までは公

共の もの と概念的 に捉 えられて きた情報 も、欝許化す ることによって排他的支配が可能か とい うこ

とになった。 これ は多様性 と広汎 な自由競争の風土か ら生 まれ、その意義 は大 きい。先進的医療機

器の(3Tl発で は、先進的研究の特許化が競争優位 を助 けると考 えられ る。例 えば侵襲性の高いステ ン

トで ある。 日本で用い られ るス テン トは、 ほとん どが外国製であ る。 しか し血管 を拡張す る狡構 は

手先 の器用 な日本入が得意 とす るところであ り、神の手 といわれ る日本人医師が17人 もい るにもか

か わらず輸入品 なのであ る。それで は日本人 には、ステ ン トを開発す る能力が ないの だろうか。進

取 の気性 が ない のだろ うか。実 はある種 のス テ ン トについ ては、ア ンジェスMGの 森下竜 一大阪

大学教授が アメリカの研究員時代 に醐発 し、指導教官の助醤 に従 って特許化 してベ ンチ ャー企業 に

売却 した ことがあ る。その プロセス はきわめて迅速で、森下教授 はその経験 を生か して、 日本発の

バ イオ創薬事業 を手掛 けた。 日本人 に開発す る能力 は充分 にあ るとい える。 む しろ特許化の プロセ

スに違いがあ りそれが規制的 な要nと なっているのであ る。天然資源 に乏 し く労鋤力が低減する こ

とが予想 され る日本の ような少子高齢化国家 にとって、技術開発で資源 をつ くりだす ことこそが期

待 されて しか るべ きであ る。従 って、大学 が撮 うべ き役割 は、小 さな市 場で あって も必要度 は高

く、市場 に拡 まるnJ能 性 を提案で きるとい う意味で大 きい。ただ米国 と違って懸念 されるのが、大

学で生 まれた技術や発見 を民聞企業に橋渡 しをする 「人枷 であ る。学術機関 に潜在する技傭 を掘

り起 こ し橋渡 しす るこ とは、TLOが 担 うはずだった。 ところが北海遊大学 のTLOを は じめ として

その多 くが解数の危機 に瀕 している。米国 との違いはやは り 「ア ン トレプレヌ リアル なマ イン ドを

持 った人」だ といわ ざるを得 ない。 臼本 は、TLOやVCに やた らと眼 きき能力 を要 求 した。 一方

ライマース は、技術者ではなか った。む しろ、直感力を もって時代 を読み、高い コミュニケーシ ョ

ン能力で技術 を把 握 した。つ ま りTLOの 構成員 に とって必要 なのは、企業 を説得 して橋渡 しをす

るとい う柔軟な思考なのである。米国 に比べ ると、 縁本の場合は まず政策主導で仕組 みだけが講 築
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された。従 ってその活性化 は、TLO担 巌者の力量 に まかせ られた。 しか し、停年 問際の大企業 か

ら出向 したエ ンジニアには、新 しい もの を受け入れる姿勢がなかったのである。2001年 、平沼経 済

i業 大 臣は薪市場 ・雇 朋の創 出にむけた15の プ ランを発表 し、大学発ベ ンチ ャー企業政策 をうちだ

した。 それは3年 で1000社 の大学 か らの趨 業 を促 す ものであ り、 際標 は達成 した。 しか し当初 か ら

懸念 されていた ことではあるが、今 は存 続が危ぶ まれている。 日本には ターマ ンや ライマースの よ

うなメ ンターは、技術 系の出向者 には存 在 しないのではなかろ うか。

実は メンター として大学教授 の道 を歩み は じめたDDIの 創 業者の千 本倖 生は、再度 ア ン トレプ

レナー となってイーモバイル を展 閣 している。 日本のベ ンチ ャー企業の苦 しい ところは、 こうした

きわめて擾秀 なア ン トレプ レナーが孤軍奮閣 している点である。千本の場合は、大 きな資金を海外

のVCに 求 め、サ ブプ ライムmン による影響 など、 自社 とは何 ら関係 のない事情 に よって融 資が

断たれる とい うリスク を冒 しなが ら二度 器の創 業 を成 しとげた。次に大学の研究者の シーズか ら生

まれた企業 としでは、サ ンメデ ィカル技術 研究所があげ られる。同社 は、 ピッッバーグ大学に留 学

経験 を縛 つ東京 女子 医大学 の由崎健二教授 の発想 による補助入工心臓 を醐発 し製造 している 日本の

ベ ンチ ャー企業 である。人i臓 器の開発は戦争 を契機に発展 した。ア メリカの クリーブ ラン ドクリ

ニ ックの ウィリアム ・コル フは人工透析 装置 を開発 した循環器の医郎であ り、戦場で破傷風 にかか

り死亡 する兵士 の数 を減 らす 目的で、透板 器の開発 をすすめていた。 この コルフが阿久津哲造 とい

う医師の肩書 きを持 つ 日本 か らの留学生 を受け入 れた。彼 は コルフに人工心臓 の開発 を提案 し、

1957年 にその試作 贔が完成 した。一方、東京大学の渥美医師は、阿久津 を訪ね 痩らも東京大学で入

i心臓 の曙発をすすめた。人工心臓 は、体の玉1嚢液 を循環 させ るポ ンプ機能が重要であ り、工学部 と

の連携で その地下窒 で、人問 と同 じ体霊の ヤギに人工心臓 をと りつけて、動物実験 が繰 り返 され

た。すなわちすでにス タンフx一 ドが全盛 を誇 っていたIII代に、EI本 で も騰発が行われていたので

ある。 もっ とも臓本の場合は、儒 教思想が根付 いていて、入の心の源 とも#%iえられてい るような心

臓 を人工 的につ くる ことに抵抗感がある ことが予想 された。それゆ え地下で実験が密か に続け られ

ていた。 クリーブ ラン ドクリニ ックの阿久津が閥発 した全r;換 型の人工心臓 は 「アクツハー ト」 と

命 名 され、犬に適用 して30分 生存 しアメリカでは話題 となった。そ して阿久津以後、数入のQ本 人

医師がアメ リカに渡って補 助人工心臓の1謂 逢を担当す るに至 ってい る。 日本で も生体心臓移植が批

潤 を受 た ことに よって、生体臓器 に替わ るもの として、入工の心臓 を開発す ることが容認 されつつ

あったが、 さらに薬事 承認 とい う大 きな壁があ った。結局、ゼ オン/ア イシンとい った申堅の機械

Z=一 のテ クノロジーに秀でた企業がその製品化 を模索 したが、保険収載が遅れ、～時は頓挫 した。

この ようにみて くる と研究開発者の能力及 び意思決定 に日米で差は ないが、開発環境 にお ける鯛約

要因には大 きな差がみ とめ られる。

アメ リカでは シリコンバ レーの活性化 による景気の よい循環が、高度 な技徳 を必要 とす る医療機

器開発の技構 領域 をも後押 しした。そ して ライマ ースの活躍 によってバ イ ・ドー ル法が議会 を通過

す ると、大学に所属 してい る研究者が大学 にい なが ら自らの開発 を特許化 した り、 さらなる開発段

階 を引 き継 ぐベ ンチ ャー企業 に技術 を移転 して、 自らはその企業の技構担当 となることもで きる隣

代がやって きた。 コーエ ン ・ボイヤー特許がみ とめ られ、大学発の シーズが実用化 され ると、大学

の研 究者に もア メリカン ドリームが実現 したので ある。 日本 はデュポンの技術 を導入 して成功 した

ため、あ ま り技術 開発 を熱心 に行 うこ とな くMOSS協 議で内外価格 差の是正、関税法 障壁 の撤廃

といった外圧 がかかった ときに、 アメリカか らの医療機器 を輸入 し、 内製 を支援 しなか った。 さら
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に厚生省の承認 も厳 しか った。 ところが 、バ ブル経済が終焉 を迎 え経済 的な苦境 にたたされ て、日

本 に期待で きるの は知的財産権 の翻 出であ り、使 える技術 の鵬発 であることに気がつ いた。 そこで

縛続 的な成長 を続 けているアメ リカの技術力 にな らい、大学発 のシーズの掘 り起 こ し策 を考 えた。

まず 、 日本版 バイ ・ドール法(1999年 〉 によって文部省 の政策の転換が なされた。大学 のシーズを

移転 する技術移転機 関(TLO)こ そが産業活性化 の立役 者 と して期待 された。 日本 のTLOは 大学

等技術移転促 進法 に根拠 をお き、文部科 学省 と経 済産業省 が認定 または承 認す るかたちで各 地に創

設 された161。しか し政策的 に構築 されたにす ぎない 曝本 のTLOは 、国立 大学 の教官燗人が有 する

特許 と、公立 ・私立大学、及びその教 官憾入が有する特許 を:p扱 うことがで きる ことを公 的にみ

とめ るとい う活動 に とどまって きた。 実は このTLOこ そ 日本の経 済活性 化において重要 な意味を

持つ。た とえば大学病院は患者の疾患 の治癒 率向上のため 日夜研 究 を続け、治療行為 を高める機器

開発の提案 も現場か らの発信に よる。 この ように して 日本での人工心臓開発は、大学 を中心 とした

研究機 関で段階 的に発達 して きた。 しか し、こ こにそ の技術 移転 を促 進す る人材 が必要 なのであ

る。補助人工心臓 は、生体心臓 を待つ ことがで きない瀕死の患者 に、移植 までのつ なぎとして胴い

られてい る。 ところが輸入品であ るアメリカ製は 日本人のサ イズ にあわ ない ことが多い。それで も

1kiで も生 き長 らえたい と願 う患看 は、一時約 にで も大 きす ぎる補助人工心臓の取 り付 けを受け入

れ る。そ して起 き上がれ な くな り、植物状態 とな りやがて合併症 を起 こ して亡 くなってゆ く。 ピッ

ツバ ーグ大学の研究員 を経て東京女子 医大の医師 と してh任 した由晦健二教授 は、心臓の心尖部 だ

けが皮一枚 であることにあるこ とに気がつ いた。 ここな ら患者の心臓 に直接管 を通 して もいけるか

もしれない と、補助 人工心臓 のパ イプを埋 め込 む という新 しいかたちで腿発 を手が け よう としたO

その部分 は直接心臓 に働 きかけがで きるため、患者 の負抵 が軽 く、 臼本 人にあった小 さなサ イズの

ものが開発 で きそ うだった。他 の部分 に埋 め込むよ りも出血が少 ない とい う利 点 もあった。 そこで

人工心臓 のtン プ機 能についての第一 人者 である早稲 田大学 の工学部機械zの 土屋 喜～教授 を介

してi血栓 の問題解決 にあた り、 さ らに早 稲田大学 の教授で 人工心臓の ポ ンプにつ いて研究 瀾発 を

行 っている梅津 光生教授 と次世代型補 助人工心臓 を協鋤 で開発 し、1990年3月 に特 許 を出願 した。

しか し特 許化 した技術 を8本 のメー カー に もちか けて も、色 よい返答 は なか った。 そ こでサ ンメ

デ ィカル技徳研 究所 を立 ち上げた。同氏の製Pp化 の希望は、セ イコーエ プソン社の甫身であ る大和

工業の創始者であ る父 と兄 を含む一族の資金支援 に よって ようや くは じまった。大和工業は諏訪精

工社 と合併 した精密機器 メー カーであ り、子会縫 にはセ イコーエ プソン社があ る。詞社の技術部門

を受 け縛つ ミス ズ工業 は、山崎医師の兄が代表取締役 をつ とめ、同社のCの 技、す なわち無垢のチ

タン合金か ら完成度の高 い製晶が手造 りされ、現在、臨床試験の簸終段階 まで こぎ着 けてい る。 ミ

スズ工業が 、極め て精緻 な技術 を持 ってい るところに優位性があ る。発明 と して優れ てい るところ

は、人工 弁が不要 であ り、 ポ ンプ内 に速 い速 疫で血流 を促 している ところにあ る。卓越 した技術

で 、接触面 の粗 さを極小化 した抗撫栓性 コーティングが製 贔化 を可能 に した。耐久性 テス トは山崎

氏が かつ て留学 していたピ ッッバ ーグ大学 に協力 を依頼 した。 このように全 てを自費 で進行 させ て

いる 羅本 の状況 は、研究 閣発 プロセスの未熟 さを物語 っている。 アメ リカであれば、 もっ と多 くの

入がコ ミッ トして、隈発 プロセスを推 し進 めたはず であるが、す でにサ ンメディカルは10年 以上 の

歳 月がす ぎて しまっている。今 、この研究 は東京女子 医大 と畢稲 闘大学T学 部の医工 連携 として、

さらに血栓 の処 理の高度化 にむけて開発が すすめ られている。
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N結 論

アメリカの技徳 曙発は、大学 を中心 に初期 はメンター、バ イオテ クノロジーではTLOが 産業化

に結び付 けて大 きな収益構 造 を講 築 して きた。 こう した産学連携の動 きに関 しては、大学は基礎 研

究のみ を担当すべ きであ り、産学連携に よって富 を得 る研究者が墨 ることについて懸念 を示す意見

もある。アメ リカでは医薬品の副作肱 こ関す る治験に関わった医師が、当該製薬会社の株 を持って

いたこ とが問題になった こともある。 しか しこれは利益相反の問題であ り、治験 を誰に依頼するか

の コン トmル の問題である。イ ンセ ンテ ィブが高 くな ると真実がゆがめ られる可能姓 はない とは

いえないが、だか らといってflit章で述べて きた ように、 日本人患者に とって必要な人工心臓 に、医

師だけが孤軍 奮lylしているだけでいいのだろ うか。薬事工業動態統計か らみて も、 ここ10年 、 日本

の医療機器製造 の伸 びに比 べて、輸入医療 機器の伸びは倍以上である。例に掲げた人工 心臓 は、世

昇 的に 日本人の技術 開発力 がみ とめ られている。すなわち人工心臓 の プロ トタイプはrア クツハー

hJで あ り、山崎 医師の補 助人工心llexはそれ までのlfl1栓の湖題 を解 決 した画期的な ものである。そ

れが未 だ 日本 か ら発売 されるには至 っていないのである。そ もそ も医療機 器は患者 への治療行為 を

支援す る粥具 であ り、Cが 必要性 にか られて現 場か ら発案する ことも多い。実用化に穣極 的な優

れた開発者が 、産業化 における近い顕離 に存在 している。従 って、メーカーが7.i'f一化の方向で意 思

決定 さえす れば、さ らなる技術 開発 を含 む治験 の協 力は傭 ぎやすい。 ところが現場 か らの発案 は多

様 であ り広す ぎる場合 もあ り、メーカーは確 実な採算 の 羅途 が立たない と、む しろ現状維持姿勢 を

貫 く。 それゆえ由崎 医師は幽葡 で、 ヒ ト・モ ノ ・カネ といった経営 資源を胴意 して しまったのであ

る。 これ はDiliの 医者 にはで きないこ とである。 もし提 案 されるシーズを しっか り読み取 ってオー

ガナイズす る人、す なわち小 さなシーズで もそれを組 み合わせ垂 直 または水平 に統 合す るな どして

採算ベ ースに乗せ ることが で きる人がTLOに 存在 すれば、医師 にとって もメーカーに とって も朗

報 であろ う。 ここに技徳 開発 と産業化の橋渡 しを担 うTLOの 役割 は大 きいのであ る。 ところが現

状 はほ とん ど機能 していない。今の●iが 失敗 しているのは、その構成員 が評論 家に なって しま

い、労苦 して程度の低 い(と エi7一 トの企業エ ンジニアには思 える)技 術 は移転す る気が ないのだ

とい うこ とが 、某TLO(複 数)へ の インタZ査 に よって三樗明 した。本来TLOは 、柔軟 な思

考 を持つ者があた るべ きで はなか ろ うか。制約要 閃と考 え られていた薬事法 は、す でに=1'成17年に

大幅に改驚 され審議官 に最初か ら相談す ること もで きる。 さ らにアメ リカは承認 申請 か ら3か11以

内 に返答 しなければ ならないが、 日本で も内規 とはいえターゲ ッ ト期 聞1年 が設定 され ている。 あ

とは人の力 に任せ る しか ない。 ライマ ース を参照す れば分 かる ように、必 要なの はコ ミュニ ケー

シ ョン能力 である。その上 で、弁護 士事務藤や弁理士事務 所 をTLOに 隣接 させ て技 衛開発 を支援

してゆ くことが必要であ ろう。

今後の 日本経済の牽引役 と して大企業 には早急 に再生 を期待 したいが、遺伝子組換 え技術が大学

の シーズ とア ン トレプレヌ リアル人の手 によって大学 という舞台で花 開いたように、大学発の技術

鵜発 も日本経済牽引の一つの育能性 と して育戎 してい くことが 、日本が これ からとるべ き方向性 だ

と考える。

注

1)こ こでい う医療 機器について は、薬事法第2条 第4項 で 「人若 しくは動物の疾病の診断、治
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療 若 し くは 予 防 に 使 胴 され る こ と、 又 は 入 若 し くは 動物 の 身体 の構 造 若 し くは機 能 に 影響 を 及

ぼ す こ とが 自的 と され て い る機 械 器 具 等 で あ つ て 、 政 令 で定 め る もの をい うofと 定 め られ 、

薬 事 法 施 行 令 で そ の 類 別 を列 挙 して い る。 具 体 的 に は 、体 混 計 、 歳圧 測 定 器 をは じめ マ ッサ ー

ジチ ェ ア や ピ ンセ ッ ト、 医 療 機 関 で 用 い ら れ る 画 像 診 断 装 遣(MRIや ㏄)を は じめ ペ ー ス

メー カー 、 メス な どす べ て 医 療 機 器 で あ る 。

2)デ バ イ ス ラ グ とは 、 医 療 機 器導 入 のii射轟差 の こ と で あ る。 在 露米 国 商 工 会 議 所 の 医 療 機 器
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い 。 こ う したデ バ イス ラ グの 実 態 を指 摘 し、 承 認 に時 間 が 掛 か って い る こ との 改 善 や 、 市 場 環

境 の 整 備 、 厚 生 労 働 省 に 申請 前相 談 の 短 縮 や 審 査 期 間 の 短 縮 、 審 査 体 制 の 強 化 な ど を要 望 し

た。 も しよ り迅 速 に承 認 され て いれ ば、 そ の 機 器 を使 って 命 が 助 か った 患 者 が い る とい う こ と

が 想 定 さ れ る場 合 、 こ う した 問 題 は、 極 め て深 刻 に な る。

3>TLOと は、TechnologyLicensingOrganization(技 衛 移 転 機 関)と い い 、 大 学 の 研 究 者 の 研

究 成 果 を 特 許 化 し、 そ れ を 民 間 企 業 等 へ 技 徳 移 転(TechnologyLicensing)す る役 割 を も っ

て 、 産業 界 と学 術 機 関 の仲 介 役 を果 たす こ とを期 待 され もの で あ る。

4)Lee,Chong-Moon,WilliamF.Miller,MargueriteGongHancock,HenryS.Rowen(2000)

"Th
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Press.
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